
日本海溝海底地震津波観測網の構築機関について

●防災科学技術研究所は、我が国の防災研究の中核的機関
として、地震防災研究を支える基盤観測網（Hi-net、F-net、
K-net等）を整備・運用していることから、日本海溝海底観測

網についても同研究所が整備・運用することとしている。

●一方、ＤＯＮＥＴについては、システムの構成上、海中で機器
同士を接続する必要があることから、海中作業の技術・知見
を有する海洋研究開発機構が整備・運用している。

●これに対して、日本海溝海底観測網の整備については、商
用通信ケーブル敷設技術等の民間の既存技術を活用できる
ことから、防災科学技術研究所が行うこととしている。

インラインケーブルの設置方法
民間のケーブル敷設船を使用

６６

●深海に設置する商用通信ケーブルの中継器は深海8,000mまで保証されて

いる。

●日本海溝海底地震津波観測網の整備においては、この技術を活用して、最
大8,000ｍ程度の水深まで設置可能な観測機器の製造を行う。

JAMSTECが整備した

釧路・十勝沖の観測網

観測網の整備・運用機関について

観測網の深海部への設置について



◆ＤＯＮＥＴⅠ及びⅡ ◆日本海溝海底地震津波観測網
(インライン型海底観測システム)

ノード（拡張用
分岐装置）

・東南海・南海地震の短期発生予測に貢献
・傾斜計・歪計等の接続による短期予測に貢献
・ねらいを定めた詳細な地震観測が可能

・広範囲の地震観測が可能
・水圧計による津波の面的把握が可能
・水圧計による地殻変動観測が可能
・緊急津波速報（仮称）の開発に貢献

設置費用：177億円（3.5億円/観測点）
（21年度～27年度までの運用費を含む）
後年度運営費：3.9億円

（7.6百万円/観測点）

費用： 費用：

・ソケット式を採用しているため修理が簡便
・拡張性があるためセンサーの研究開発に活
用可能

・基幹ケーブルが環状（Ⅱに関しては、両端の
陸揚げも検討中）であるため冗長

運用面：
・ケーブル両端を陸揚げするため冗長
・多点の地震・水圧計による広範囲の観測が
可能

運用面：

水圧計ｱﾝｶｰ

変換器

津波ﾃﾞｰﾀ

信号線入ﾜｲﾔｰ

メリット： メリット：

・東南海・南海地震の稠密な地
震・津波観測

・海底観測機器の研究開発

目的：

設置費用：324億円（2.1億円/観測点）
（21年度～26年度までの運用費を含む）
後年度運営費：5.5億円

（3.6百万円/観測点）

目的：

メリット：

目的：

◆ブイ式観測システム
◆自己浮上式海底地震計
（ＯＢＳ）

目的：

設置費用：８億円（15基：0.5億円/観測点）
後年度運営費：2.1億円

（14百万円/観測点）

※電池交換等のための船舶運用費が必要

購入費用 ：６００万円～2000万円/ 一基
観測消耗品：３０～120万円/ 一基

※この他に、メンテナンス費用、
敷設のための傭船費が必要。

費用：

運用面：

メリット：

費用：

運用面：

・機動性を活かした津波の観測
（水圧の観測のみ）

・機動性を活かした地震の観測・日本海溝の調査観測
・緊急津波速報（仮称）等、新たな
津波予測システムの開発

・設置場所が自由
（海流の影響は考慮する必要有り）

・水圧計及びブイのメンテナンス及び
電池交換が必要

・船の衝突等の危険性

・機動的で、自由な運用
・リアルタイムの情報は得られない
・底引き網等の考慮が必要

・大規模な配置による詳細地殻構造探査
・学術的に重要な海域の機動的運用

・陸上局等を使わずに、単体での運用が
可能

・設置箇所の制約が無い（沖合いでの
単体観測も可能）

（参考）他の観測装置との比較について
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日本海溝海底地震津波観測網の整備に関する体制について

（準備室の具体的業務内容）
・日本海溝海底地震津波観測網の整備に係る作業の統括
・地震・水圧データ処理手法の高度化
・津波高データ処理手法の高度化
・地殻変動データ処理手法の高度化
・地震計及び水圧計のモニタリング 等

平成２３年度 ７人 （専任職員１人、併任職員６人、役務０人）
平成２４年度 ２０人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１１人）
平成２５年度 ２２人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１３人）
平成２６年度 ２４人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１５人）
平成２７年度以降 ２４人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１５人）

陸上観測網 ７５人 （専任職員１５人、併任職員５人、役務５５人）
ＤＯＮＥＴ ２５人 （専任職員１４人、併任職員１１人、役務０人）

８８

＜海底地震・津波観測準備室の設置＞

＜海底地震・津波観測準備室の体制＞

（参考）その他の観測点の運用体制

（独）防災科学技術研究所に以下の業務を担当する「海底地震・津波観測準備室」を新たに設置する。



海域部分の地震計の設置や観測網の整備の基本的考え方

・相模湾（平塚沖）に、首都直下地震のメカニズム解明のた
めのケーブル式海底地震計・水圧計を整備・運用。

・東北地方太平洋沖にケーブル式海底地震計・水圧計）を
整備・運用。

・ 我が国の防災研究の中核機関として、地震
防災研究を支える基盤観測網（地震計・水圧
計）を整備・運用する。

（独）防災科学技術研
究所

各機関の主な観測網基本的な考え方機関名

・ 地震等の監視を行うための観測網を整備・
運用する。

・ 大学等の学術研究のために必要な観測網
（地震計・水圧計等）を整備・運用する。

・ 海洋科学技術の研究のために、海底環境
観測網（地震計・水圧計・カメラ等）を整備・運
用する。

東海・東南海沖、房総半島沖にケーブル式海底地震計及び
海底水圧計を整備・運用している。（東海地震・東南海地震
の監視、巨大地震が繰り返し発生している相模トラフ沿い
の海域において、地震活動の推移を監視。）

・三陸沖にケーブル式海底地震計・水圧計、伊豆半島東方
沖・粟島沖にケーブル式海底地震計を整備・運用する。（伊
豆半島の群発地震の観測、三陸沖の地震活動等を観測、
粟島沖で「ひずみ集中帯」における地震の観測）

・初島沖(相模湾)、室戸岬沖、釧路・十勝沖、豊橋沖に、
ケーブル式海底観測システムを整備・運用。

・東南海・南海地震に地震・津波観測監視システム
（DONET）を整備・運用。

（独）海洋研究開発機
構

国立大学法人

気象庁

１０１０

地震調査研究推進本部の方針等も踏まえつつ、各機関がそれぞれの設置目的（監視・研究等）
を達成するために海底観測網を整備・運用している。一方で、観測網は、監視及び研究に活用で
きることから、限られた資源の中で政府として効率的に整備できるように、地震調査研究推進本部
において予算等の調整を行っている。
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海洋研究開発機構豊橋沖・愛知県（１３）観測システム－Tokai-SCANNER

海洋研究開発機構初島沖・神奈川県（１２）深海底総合観測ステーション

海洋研究開発機構紀伊水道・高知県及び
和歌山県

（１１）地震・津波観測監視システム（第Ⅱ期）（整
備中）

東京大学地震研究所粟島沖・新潟県（９）海底ケーブル・インライン式地震計

海洋研究開発機構熊野灘沖・和歌山県（１０）地震・津波観測監視システム（第Ⅰ期）

気象庁御前崎沖・静岡県（８）ケーブル式常時海底地震観測システム

海洋研究開発機構釧路・十勝沖・北海道（７）海底地震総合観測システム

海洋研究開発機構室戸岬沖・高知県（６）海底地震総合観測システム

東京大学地震研究所釜石沖・岩手県（５）三陸沖光ケーブル式海底地震・津波観測シス
テム

防災科学技術研究所相模湾・神奈川県（４）相模湾海底地震施設

東京大学地震研究所伊豆半島沖・静岡県（３）伊豆半島地震観測システム

気象庁房総半島沖・千葉県（２）房総半島沖の海底地震計

気象庁御前崎沖・静岡県（１）ケーブル式常時海底地震観測システム

主管場所No.

主な海底地震計の整備について

（１２）（１３）

１１１１



海域の観測に対する地震本部政策委員会としての構想について

地震調査研究推進本部政策委員会としての構想

●今後の重点的調査観測について（一部抜粋）【地震調査研究推進本部、平成17年8月30日】

Ⅲ．海溝型地震を対象とした重点的調査観測
５．調査観測項目毎の強化内容

（１）地震観測
①海域における地震観測
基盤的調査観測である陸域における高感度地震観測と同様に、想定震源域の直上及びその周辺海域において、同
一地点で長期間にわたり観測を行うことが望ましい。観測点配置については約20km 間隔の三角網を構築すること
を目安としつつ、沈み込むプレート上面の深さを考慮して観測点間隔を調整する。

○ケーブル式海底地震計
ケーブル式海底地震計は、基盤計画の見直し等において「基盤的調査観測の実施状況を踏まえつつ、調査観測の
実施に努めるもの」に位置づけられている。陸域・海域のデータを一元的に処理し、地震活動の的確な現状把握
を行うには、リアルタイムのデータ取得が極めて重要であることを考慮し、今後もその整備を最優先とする。
なお、ケーブル式海底地震計を整備する際には、水圧計（津波計）の併設等を行い、これについても面的な設置

がなされるよう配慮する。

１２１２
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